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◇ 目的
文理融合型のカリキュラムを開発し、独創的発想と卓越した

技術の知識を活かし、新たな価値や課題解決への道を切り拓く
人材を育成する。

◇ 事業概要
県立高等学校３校を実践モデル校に指定し、カリキュラム開

発を行う。
【指定期間：令和２～４年度の３年間】
〔モデル校〕
県立兵庫高等学校 （神戸市）
県立加古川東高等学校 （加古川市）
県立豊岡高等学校 （豊岡市）

〔協力校〕
県立神戸高等学校 （神戸市）

◇ 目標
① 文理融合型のカリキュラム開発
② STEAM学科の設置
③ 文理融合型カリキュラムマネジメントの全県展開
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◎ 兵庫型STEAM教育

身近な課題を発見し、Science（科学）、
Technology（技術）、 Engineering（工学）、
Art（芸術/教養）、Math（数学）に加え、
English（英語）を駆使しながら、
課題解決型の探究活動を、
カリキュラム全体に位置づけて展開

人・社会の問題・課題に目を向けて、
改善のアプローチを探り続ける。
発見→詳細化→探求→実験→展開
主観的、特殊性の抽出

物事を細分化（専門化）し、特定の領
域での最適解を求める。
仮説→調査・実験→分析→結果
客観的、再現性重視

仮説検証型 課題解決型

新たな価値を創造
（イノベーション）

◇ 「Art」の捉え方

アート（芸術）とリベラルアーツの軸と、
理解と応用・活用の軸で、
探究活動の表現方法を位置づける

兵庫高

加古川東高

豊岡高
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◇ 全体スケジュール

兵庫型ＳＴＥＡＭ教育

新型コロナウイルスの影響により、
当初の計画から変更等あり

↓
・オーストラリアへの海外派遣
（R2年度は中止）

・中学生・保護者向け体験会
（R2年度は実施せず）

・講師の招聘
（オンライン実施等で対応）

※学科設置は、R6年度を目指す
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１ STEAM教育実践モデル校事業 兵庫県教育委員会の支援



【教員研修会（東京）】 ※R4年度実施
モデル校・協力校教員８名、事務局３名

【１日目】11月20日（日）
PM: 東京大学制作展2022見学

・各会場を見学。出展者と意見交換。
・制作展2022プロデューサー（大学生、大学院生）
との意見交換会

【２日目】11月21日（月）
AM： 東京大学大学院情報学環山内研究室訪問

山内 祐平 教授、杉山 昂平 特任研究員
・海外のSTEAM教育、日本のSTEAM教育の実践例、Artの位置付け 等
・意見交換

PM: 株式会社ZMP本社訪問
ロボセールス&ソリューション事業部担当者
コーポレートコミュニケーション部長
・会社概要説明、機器見学
・意見交換
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１ STEAM教育実践モデル校事業 兵庫県教育委員会の支援



兵庫型ＳＴＥＡＭ教育

１ STEAM教育実践モデル校事業 県教育委員会とモデル校・協力校での取組



１ STEAM教育実践モデル校事業 モデル校・協力校での取組

【モデル校】
◇ 兵庫県立兵庫高等学校 地域との協働事業指定校、普通科、創造科学科

構想名： 社会の最前線で未来を創造する人財の育成
～Vision Our Future、 Design My Future～

概 要： データサイエンスを活用したプロジェクト型授業及び探究活動

◇ 兵庫県立加古川東高等学校 SSH指定校、普通科、理数科

構想名： 心のエンジン駆動プログラム

概 要：STEAMの要素を取り入れた授業の全教科での展開
・学年、学科を越えた特別講座を、長期休業中に外部人材を活用して開催
⇒ 探究活動、平常授業との連携

◇ 兵庫県立豊岡高等学校 SSH指定校、普通科、理数科

構想名： 「人工知能（AI）は、如何にして愛（AI）を語るか」
～AIと芸術的自己表現による文理融合型学びの拡張～

概 要： 「ロボット・プログラミング」「演劇的手法を用いた自己表現力育成」
「教養の深化」を柱としたカリキュラム開発

【協力校】
◇ 兵庫県立神戸高等学校

SSH（基礎枠、重点枠）及びサイエンスフェアin兵庫や兵庫「咲いテク」事業等
の取組の紹介やそれに基づく助言、関係者等の情報の提供
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STEAM教育に関する
教員研修

ビッグデータを活用した
データサイエンス授業

micro:bitを使った
ロボット制作

平田オリザ氏による
ワークショップ

ヒューマノイドロボット
NAO（ナオ）

RESASを活用した
街づくりの提案



■ 兵庫県教育委員会事務局高校教育課HP
⇒「STEAM教育実践モデル校事業」

■ 文部科学省ホームページでの事例紹介
「STEAM 教育等の教科等横断的な学習の推進」

https://www.mext.go.jp/studxstyle/index3.html

兵庫型ＳＴＥＡＭ教育

http://www.hyogo-c.ed.jp/~koko-
bo/03kaikaku/R2steamkyouiku/R2steamkyouiku.html

１ STEAM教育実践モデル校事業
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兵庫型ＳＴＥＡＭ教育

○県の取組と国の動き

２ STEAM教育の普及

時期 県の取組 国の動き
R2.4 STEAM教育実践ﾓﾃﾞﾙ校事業（～R5.3）

ﾓﾃﾞﾙ校：兵庫、加古川東、豊岡 協力校：神戸

R3.3 ひょうご未来の高校教育あり方検討委員会報告書
「Society5.0 時代において問題解決力や創造力を
備えた人材の育成については、兵庫型「STEAM 教
育」におけるカリキュラム検討を踏まえた、新たな学
びを展開。」

学校教育法施行規則の一部を改正する省令等
の公布について（通知）（２文科初第2124号）

普通科改革（高等学校における「普通教育を主
とする学科」の弾力化）

・「学際領域」「地域社会」「その他」での学科設
置が可能に。 （R4.4.1施行）

R4.3 県立高等学校教育改革第三次実施計画
・普通科新学科、

STEAMに関する学科の設置
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実社会における新たな課題を発見し、課題解決に取り組む過程で新たな価値を創造する力を育成する

・企業を含むコンソーシアムを構築し、企業との連携による探究活動に
特化した科目を「総合的な探究の時間」を含め７単位以上設定。

・企業を含む国内外の機関・団体との連携体制を整える。
・連絡調整を行う専門の職員を指名。
・探究活動を軸とした教科横断型の教育課程の編成
・全県において、探究活動の成果を発表する場を計画的に設定。

STEAMに関する学科

・１学年１学級
・学校全体で STEAM を推進する
高等学校は、単位制への改編が
可能

STEAM
Science（科学）
Technology（技術）
Engineering（工学）
Art（芸術/人文科学）
Math（数学）

を総合的・横断的に学ぶことで、創造力や課
題解決能力を養う。

Science
(科学)

Technology
(技術)

Math
(数学)

Art
(芸術/人文科学)

Enginieering
(工学)

企業等との連携により得られた先端技術に関する知識をもとに、身近な課題の解決や新
たな価値の創造に向けて、他者と協働しながら主体的に行う探究活動。
学校全体としては、教科横断的な学びを体系的、計画的に推進する。

●STEP２（視点）

・データや実証に基づいて、客観的根拠や特殊性を見出し、
課題を発見する。

・幅広い視座と対話等により、課題を解決するための方法を検討する。

●STEP３（発想の具現化）
・理論に終始せず、学んだ技術を用いて、

自らの発想をモデルやプランの形にまとめる。
・外部に発表するとともに、他者と協働して、実現に近づける。

●STEP１（知識・技能）

・実社会で実装されている道具としての先端技術を学ぶ
・企業・大学等の協力を得た実習等を通して、使用方法や基本原理等を身につける
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位置付け：普通教育を主とする学科
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